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§1. はじめに

本書は文部科学省の「GIGA スクール構想」で各学校に配布された Windows 10 端末の OSに更新プログラムを適用し最新の状態に保ち、
セキュリティと生産性を最大限にするために有効と思われる状況監視と管理設定の例に関して説明します。なお本書は Microsoft が提供
するSaaS型の統合端末管理製品 (Intune) を使用して端末管理されていることを前提として記述されております。
Intune で端末管理していない場合は、端末をIntuneに登録し、管理ができる前提を準備の上、本書をお読みください。Intune  による端末
の管理の概要については以下の URL をご参照ください。

• Intune for Education とは
https://learn.microsoft.com/ja-jp/intune-education/what-is-intune-for-education

• Microsoft Intune とは
https://learn.microsoft.com/ja-jp/mem/endpoint-manager-overview

●本書の表記
本書では、次のように記載しています。

• リボン、ウィンドウ、アイコン、メニュー、コマンド、ツールバー、ダイアログボックスの名称やボタ ン上の表示、各種ボックス内の
選択項目の表示を、原則として [ ] で囲んで表記しています。

• 本書でのボタン名の表記は、画面上にボタン名が表示される場合はそのボタン名を、表記されていない 場合はポップアップヒントに表
示される名前を使用しています。

• 手順表示の中で「[〇〇] メニューの [××] をクリックする」とある場合、[〇〇] をクリックしてコマ ンド一覧を表示し、[××] をク
リックしてコマンドを実行します。

●本書内の手順、および画面ショットについて
本書の内容はクラウドサービスで提供されるものです。今後各クラウドサービスのアップデートにより、内容や画面が変更される可能

性があることをご留意ください。特に、手順内の各クラウドサービス画面の URLや画面イメージは執筆時の内容であり、今後各 URL や画
面内容は変更される可能性がありますが、操作の流れは同様に確認いただけます。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/intune-education/what-is-intune-for-education
https://learn.microsoft.com/ja-jp/mem/endpoint-manager-overview


§1. はじめに

マイクロソフトは、Windowsデバイスが常に最新であるとは限らない理由を理解するために多大な努力を払ってきました

※1。 調査した結果、アップデートを阻害する最も影響がある要因は特定の接続時間 (Update Connectivity) を満たしていな

いことが原因であることを突き止めました。

GIGAスクール向けの標準設計書では、授業時間中に Windows アップデートが実施されないようにメンテナンス時間帯(例

えば18:00～8:00)を設定し、メンテナンス時間帯に Windows アップデートが実施されるような設定を推奨しました。しかし、

多くの学校では授業終了後、Windows デバイスをシャットダウンしてしまったり、メンテナンス時間帯に給電されていない

といった運用がされており、Update Connectivity やメンテナンス時間帯にアップデートされる条件が満たされていないケー

スが多くあることが分かりました。

本ドキュメントでは、

1. ご利用の環境で Windows バージョンが適切に更新されているかの確認方法

2. このような条件下で利用される Windows 端末に対して Windows アップデートの適用率向上が期待できるポリシーの設

定変更の方法

3. Windows の機能更新プログラムを管理する方法と適用状態を確認する方法

について解説します。各教育機関様におかれましては、設定内容をご確認の上、必要に応じて設定の変更をご検討ください。
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＜適切に Windows アップデートを実施する必要性と注意事項＞

➢ デバイスのセキュリティを保つために Windows アップデートを定期的に実施して下さい。

➢ 夜間等にデバイスをスリープ状態で充電保管庫に入れて OS のアップデートを行いたい場合には、必ず実施前に保管

庫メーカーに安全等の確認を行い、問題の無い場合にのみ実施してください。

※1: https://techcommunity.microsoft.com/t5/windows-it-pro-blog/achieve-better-patch-compliance-with-update-connectivity-data/ba-p/3073356

https://techcommunity.microsoft.com/t5/windows-it-pro-blog/achieve-better-patch-compliance-with-update-connectivity-data/ba-p/3073356


§2. Windows 10 のバージョンとサポート期間

下の表は Windows 10 の各バージョンのリリス開始日と終了日を示したものです。2023年3月時点でサポートされている

Windows 10 のバージョンは 20H2, 21H2, 22H2 の3種類です。サポートが終了したバージョンをお使いの場合は速やかに

OS のアップデートを実施してください。

Version Build番号 開始日 終了日

Version 22H2 10.0.19045 2022年10月18日 2025年5月13日

Version 21H2 10.0.19044 2021年11月16日 2024年6月11日

Version 21H1 10.0.19043 2021年5月18日 2022年12月13日

Version 20H2 10.0.19042 2020年10月20日 2023年5月9日

Version 2004 10.0.19041 2020年5月27日 2021年12月14日

Version 1909 10.0.18363 2019年11月12日 2022年5月10日

6
※赤字は2023 年 1 月時点でサポート外の OS

<2023年3月>
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§2. Windows 10 のバージョンとサポート期間

Windows 10 の最新の更新履歴に関しては、「Windows 10 リリース情報 — Microsoft Learn」をご確認ください。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows/release-health/release-information

https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows/release-health/release-information
https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows/release-health/release-information


§3. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

ここでは Microsoft Intune admin center から Windows デバイスの OS のバージョンを確認する方法を解説します。

• Microsoft Intune admin center (https://intune.microsoft.com)に管理者アカウントでサインインします。

• 画面左の[デバイス]をクリックします。

8

https://intune.microsoft.com/


§3. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• [Windows] をクリックします。
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§3. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• [OSのバージョン]に各デバイスで使用されているOSのバージョンが表示されますが、ここでは Intune で管理されている

すべての端末で使用されている OS のバージョンをCSVで一括取得する方法を紹介します。
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§3. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• 標準では取得できないストレージの空き領域※1も取得したいので、出力したい情報を追加します。

• [列] をクリックします。

※１ ストレージの空き領域が少なすぎて OS のアップデートができない端末を見つけるために必要となります。

11



§3. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• [記憶域の合計]と[空き記憶域]にチェックを入れ、[適用]をクリックします。
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§3. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• [エクスポート]をクリックし、[はい]をクリックします。

• エクスポートしたファイルは、ダウンロードフォルダに保存されます。

13



§3. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• エクスポートしたファイルを確認すると OS version 列に OS のバージョンが記載されています。

• この値は、OS ビルド番号+品質更新プログラム番号となっています。左から10文字がOSのビルド番号になっていますの

で、P.6 の表を参考に、OSバージョンに読み替えてください。

• 各バージョンのPCが何台あるかをExcelで集計したい場合には、付録(P.60) をご参照ください。
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§4. Windows 更新リングポリシーの設定変更が必要か判断する

Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョン状況を確認頂いた結果、もし更新の進捗状況が遅いという場合、現在設定している

Windows 更新リング ポリシーの設定を次頁以降のように変更することで、更新の進捗を改善することが期待できます。先行的に一部の端末のみ

のポリシーを変更したい場合には、変更するデバイスのグループを作成してそのグループに対する更新リングポリシーを作成してください。

※なお、変更後にはユーザーの画面に以下のような更新を促す画面が表示されますのでも合わせてご確認いただき、設定変更をご判断ください。

この資料でご紹介する設定変更の例では「自動更新の動作」を「既定値にリセット」に変更します。「既定値にリセット」では、日々の

Windowsの稼働状況からユーザーの利用の支障をきたさないように、バックグランドで更新プログラムのダウンロードおよび更新作業を実施す

るようになります。また「機能更新プログラムの期限」および「品質更新プログラムの期限」を設定することで期限が近付くと更新プログラム

を必ず適用する振る舞いに変わるため、サポートとセキュリティの観点からも推奨される最新の状態を維持することができます。もし、更新の

進捗状況を改善したいという場合には有効な設定変更となります。「通知の更新レベルを変更する」を「規定のWindowsアップデート通知を使

用する」に変更したことで、更新が完了し、OS の再起動が必要な時には、以下の画面が表示されます。授業中の場合には[今は実行しない]を選

択してください。授業終了後の休み時間等に OS を再起動して、更新を完了させてください。

15



§5. Windows 更新リングポリシーの設定例

• Microsoft Intune admin center (https://intune.microsoft.com)に管理者アカウントでサインインします。

• 画面左の[デバイス]をクリックします。

16

https://intune.microsoft.com/


§5. Windows 更新リングポリシーの設定例

• [Windows] をクリックします。
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• [Windows 10 以降向け更新リング] をクリックします。
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§5. Windows 更新リングポリシーの設定例



§5. Windows 更新リングポリシーの設定例

• 設定を修正するプロファイルをクリックします。
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§5. Windows 更新リングポリシーの設定例

• [プロパティ] をクリックします。

20



§5. Windows 更新リングポリシーの設定例

• 「更新リング」の右横の[編集] をクリックします。
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§5. Windows 更新リングポリシーの設定例

• 「更新リングの設定」は以下ように設定する。

• 設定が完了したら[レビューと保存]をクリックする。
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§5. Windows 更新リングポリシーの設定例

• [保存] をクリックする。

23



• [Windows | Windows 10 以降向更新リング] をクリックする。

24

➢ 設定の適用が完了したら、定期的に本資料の §3. または、この後の §7. でご紹介する方法で

定期的に Windows が最新に保てているかを確認しましょう。

§5. Windows 更新リングポリシーの設定例



§5. で紹介した更新リングポリシーに加えて、 Intune は Windows Update for business 展開サービスの機能更新プログラム ポリ

シーという機能を使って、細かく機能更新プログラムを管理し適用状況を確認することができます。

ここからは、機能更新プログラムポリシーの作成方法とレポートの使い方をご紹介します。(※本機能はMicrosoft 365 A3などに

含まれる機能のため、お客様のライセンス環境によっては表示または適用されません。前提条件をご確認ください。)

• [Windows 10 以降向け機能更新プログラム] をクリックする。
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§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

25

[Windows 10 以降向け機能更新プログラム] をクリック

https://learn.microsoft.com/ja-jp/mem/intune/protect/windows-10-feature-updates
https://learn.microsoft.com/ja-jp/mem/intune/protect/windows-10-feature-updates
https://learn.microsoft.com/ja-jp/mem/intune/protect/windows-10-feature-updates


§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• [プロファイルの作成] をクリックする。

26



§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• 「名前」、「説明」を入力し、「展開する機能更新プログラムのバージョン」を選ぶ。

• ロールアウトオプションを[更新プログラムをできるだけ早く利用可能にする]を選択する。

• [次へ]をクリックする。
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• [グループを追加]をクリックする。
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§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例



§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• 機能更新プログラムを展開するグループを選択します。

• [選択] をクリックします。
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§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• [次へ] をクリックします。

30



• [作成] をクリックします。
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§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例



§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• 機能更新プログラムを展開するプロファイルが作成されました。

32



§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• 機能更新プログラムの適用状況の確認するために必要な構成プロファイルを構成して、割り当てます。

• [構成プロファイル] から [+ プロファイルの作成] をクリックする。

• [プラットフォーム ] は [Windows 10 以降 ] 、 [プロファイルの種類 ] は [テンプレート ] を 選 択 し 、

[Windows の正常性の監視] を選択し、 [作成] をクリックする。
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§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• 「名前」を入力し [次へ] をクリックする。
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§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• [正常性の監視 ] は [有効化 ] を 選 択 し 、 [スコープ ] は [Windows の更新プログラム ] に チ ェ ッ ク を し 、

[次へ] をクリックする。

35



§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• [スコープタグ] 画面は必要に応じて設定し [次へ] をクリックする。

• [割り当て] 画面で機能更新プログラムを展開したグループを選択する。

• [選択] をクリックしてから、 [次へ] をクリックする。
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§6. Windows 機能更新プログラムポリシーの設定例

• [適用性ルール] はそのまま [次へ] をクリックする。

• [確認および作成] 画面で設定を確認の上、 [作成] をクリックする。

• これで 機能更新プログラムの適用状況の確認するために必要な構成プロファイルを構成し、割り当てが完了しました。

37



§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

§6 で作成した機能更新プログラム ポリシーを使って Windows アップデートの状況 (アップデートの作業がどこまで進んで

いるのか) を確認する方法をご紹介します。

• Microsoft Intune admin center (https://intune.microsoft.com/)に管理者アカウントでサインインします。

• 画面左の[レポート]をクリックします。

38
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§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• [Windows の更新プログラム(プレビュー) ] をクリックします。
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§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• [最新の情報に更新] をクリックします。
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§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• [レポート] をクリックし、[Windows 機能更新プログラムレポート] をクリックします。

41



§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• [機能更新プログラム プロファイルを選択する] をクリックします。

42



• 機能更新プログラム プロファイルポリシーを選択したあと、[再生成] をクリックします。
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§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)



§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• 再生成が完了したら、[エクスポート]をクリックします。

• エクスポートしたファイルはダウンロードフォルダに保存されます。
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§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• エクスポートしたファイルを確認します。

• “CurrentDeviceUpdateStatus_loc”列 と “CurrentDeviceUpdateSubstatus_loc” 列の値を見ることで、各デバイスのアッ

プデートがどこまで進んでいるかがわかります。
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§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• アップデートの進捗状況は下の表を参照してください。
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§7. Windows アップデートの状況を確認する (機能更新プログラム ポリシー)

• エクスポートしたデータを整理すると以下のようになりました。

• この場合、半分以上の端末が Widows アップデートをする必要があることはわかっていますが、更新プログラムがダウン

ロードできていない(ダウンロードが開始されていない)ことになります。

更新プログラムのダウンロードが開始されない理由

メンテナンス時間を設定している場合、メンテナンス時間に更新プログラムをダウンロードしようとします。メンテナン

ス時間にOSが起動していない場合には、更新プログラムのダウンロードは行われません。
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§8. 利用者自身による手動更新の実施

「§5. Windows 更新リングポリシーの設定例」の設定を行うと、利用者自身が手動で Windows 更新を行うことができるよ

うになります。通常、Windows 更新が必要かどうかのチェックや更新作業はバックグランドで実施されますので、利用者自

身がこのセッションで説明するような作業を実施する必要はありません。前ステップでご紹介した「再起動時間の通知」が

されたら、[今すく再起動する] か [今は実行しない] を選択して適切な時間にデバイスを再起動することで、Windows OS の更

新が行われます。

利用者自身が Windows の更新が必要かどうかのチェックを行い、早急に Windows の更新を行いたい場合には、次のページ

以降の手順に従って実施してください。

48



49

§8. 利用者自身による手動更新の実施

• [スタート] ボタンをクリックし、[設定] をクリックします。

1 [スタートボタン] をクリックする

2 [設定] をクリックする
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§8. 利用者自身による手動更新の実施

• [更新とセキュリティ] をクリックします。

3 [更新とセキュリティ] をクリックする
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§8. 利用者自身による手動更新の実施

• [更新プログラムのチェック] をクリックします。

4 [更新プログラムのチェック] をクリックする
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§8. 利用者自身による手動更新の実施

• 更新が必要なプログラムがある場合にはその更新プログラムがダウンロードされ、ダウンロード後インストールされます。

5
更新が必要なブログラムがある場合には、
ダウンロードが開始され、ダウンロード後
インストールされます。
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§8. 利用者自身による手動更新の実施

• 更新プログラムのインストールが完了し、OSの再起動が必要な場合には、[今すぐ再起動する] をクリックするか、[再起動

のスケジュール] をクリックして、再起動時間をスケジュールします。 [今すぐ再起動する] をクリックするとOSが再起動

します。

6
[今すぐ再起動する] か [再起動をスケジュールする] 
をクリックします。
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§8. 利用者自身による手動更新の実施

• [再起動をスケジュールする] をクリックすると再起動時間を設定することができます。



55

§9. 問い合わせ先

Intune の設定や Intune を使用した Windows の更新に関しては、Intune の管理画面からお問い合わせください。

なお、端末依存の問題など、お問い合わせの内容によっては別途、有償のサポート契約をお願いする場合がございますので、

予めご了承ください。

1 [?] をクリックする

2 [Intune] をクリックする
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§9. 問い合わせ先

[ヘルプとサポート]から課題を入力します。

3
課題を入力する
※先頭に[GIGA]と記載してください
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§9. 問い合わせ先

課題を解決するためのヒントとなるドキュメントが表示されます。このドキュメントを見ても解決できない場合には、

[ヘッドセットのアイコン]をクリックします。

4
課題解決のためのヒントなるドキュメント
が提示されます。

5 ここをクリック
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§9. 問い合わせ先

サポートへのお問合せが表示されます。Microsoft へ問い合わせたい場合には [Microsoft への新規お問合せ] をクリックします。

6
[Microsoft への新規お問合わせ] を
クリックする
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§9. 問い合わせ先

必要な情報を入力し、入力が完了したら [連絡を希望する] をクリックします。

本ガイドに関連した問い合わせだと判別できるようにタイトルの先頭に[GIGA]と記載頂けますようにお願いいたします。

7 必要な情報を入力する

9 [連絡を希望する] をクリックする

8 製品は[Intune]を選択する

[GIGA]デバイスの更新がされていない
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付録



§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• OS Version 列の右横に2列追加します。
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§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• OS Version 列の最初の10桁が OS ビルド番号なので、その10桁を入力します。
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§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• 1行下にカーソルを移動し、そこで [Ctrl]+[E] を押します。
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§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• OS Build 列に OS Version列 から抽出した OS Build 番号が挿入されます。
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§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• 次に OS Build 番号と OSのバージョンの対応表を作成します。

OS Build 番号とOSのバージョンの対応は、Windows 10 - release information | Microsoft Learn をご確認ください。
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https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows/release-health/release-information


§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• VLOOKUP関数を使って、OS Build – OS Version 対応表から 各 Build 番号に対応した OS バージョンを割り当てます。

=VLOOPUP(G2,$P$2:$Q$7,2,FALSE)

① ② ③ ④

① 検索値 … どのデータで
② 範囲 … どこを検索して
④ 列番号 … どの列にある値を取り出すか
④ 検索型 … 完全一致で
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§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• Version が表示されたら、下の行すべてにコピーします。
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§付録. Intune で管理している Windows デバイスの OS のバージョンを確認する

• 次にCOUNTIF関数を使って各バージョンの端末が何台あるのかを調べます。

＝COUNTIF($H$2:$H$15000,Q2）

• 台数が表示されたら、そのセルをコピーし、下のセルにペーストします。

• 各バージョンの端末が何台あるのか、サポートが終了したOSを使用している端末が何台あるのかが確認できます。

① ②

① カウントする範囲
② カウントする条件
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